
6

研究目的
平成 30 年度の後天性免疫不全症候群に関する特

定感染症予防指針の改正およびこれまでの先行研究
の成果を踏まえ、本研究では HIV 感染症およびその
合併症で未解決の課題を明らかにし、その対策を検
討することを目的とする。

研究方法
研究目的の達成のために次の研究を行った。
柱 1　「抗 HIV 療法のガイドラインに関する研究

（鯉渕）」ではガイドライン改訂委員の協力を得つつ、
国内外の学会や論文などから最新の抗 HIV 治療の情
報を収集し、前年度版のガイドラインを改訂した。
柱２　「HIV 陽性者の生殖医療に関する研究（久慈）」
では、1）洗浄精液による不妊治療（顕微授精法）を
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HIV 感染症は治療の進歩によって慢性疾患となったが、多くの課題が残されている。本研究ではこれまで
の先行研究の成果および平成 30 年 1 月 18 日付けで改正された後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予
防指針を踏まえ、HIV 感染症および合併症で未解決の課題を明らかにし対策を示すことを目的とする。いず
れの研究も現在、未解決かつ重要な課題を含んでおり、それを明確化し対策を示す研究の必要性は高い。研
究課題によって用いる研究手法の中には海外で開発されたものもあるが、国内で HIV 感染症の領域に用い
られた事は無く独創的である。複数の施設での調査研究等においては患者の個人情報の取り扱いには十分留
意をすると共に、新たな「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守する。当研究班は６つの柱、
すなわち柱 1　HIV 感染症の抗 HIV 治療ガイドライン改訂、柱 2　HIV 感染者の生殖医療研究、柱 3　HIV 
感染者の長期療養の課題に関する研究、柱４　効果的な啓発手法の開発研究、柱５ HIV 医療における倫理
的課題に関する研究、柱６　HIV 診療支援ツールの設計に関する研究を実施した。柱 1 では米国等のガイ
ドラインを参照し国内外の臨床研究の成果および国内での抗 HIV 薬の承認状況を鑑みて今年度も改訂した。
柱 2 では主に HIV 感染夫と HIV 非感染妻の間での体外受精を用いる生殖医療の実施上で受精機能の高い精
子の分離技術や精液中のウイルス量検定法の改良などの研究を進めた。柱 3 では福祉施設、エイズ診療の拠
点病院の立場から HIV 陽性者の長期療養につき研究を継続し、看護師等への教育研修方法につき検討した。
柱４ ではソーシャルマーケティング手法を用いて啓発手法の開発と効果測定システムの確立を目指した。柱
５ではデータベースおよび関連文献（ジャーナル掲載の論文及びガイドラインなど）、特に海外で話題となっ
ている「U=U」についても調査を進めた。　柱６では、先行研究の情報を収集し、HIV 診療支援ツールの設
計につき検討した。いずれも分担研究間相互に連携し研究を実施した。
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継続し、2）精液中のウイルス量検定法の改良（PCR
反応を阻害する多量のヒト精子 DNA の存在下で効
率的に CD4 陽性細胞中の HIV 遺伝子（特に DNA）
を検出する方法）を検討した。柱３　「長期療養課
題に関する研究」　1）「福祉施設における HIV 陽性
者の受け入れ課題と対策（山内）」では、①社会福祉
施設従事者対象の HIV/AIDS 研修マニュアルの改訂
と関係各所への配布、②社会福祉従事者対象 HIV/
AIDS 研修の開催、事後アンケートから受入れ支援
策の検討、③東京都内の高齢者施設への量的調査を
行った。 2）「エイズ診療拠点病院と在宅あるいは福
祉施設の連携に関する研究（安尾）」では、訪問看護
師対象の研修会および長期療養型病床所有施設と保
健師対象研修を実施した。後者の研修会ではプログ
ラムに HIV 感染症のみならず、B 型肝炎やノロウイ
ルス、経路別感染対策に関する講義も企画した。 3）

「介護保険施設の HIV ケアと学校基盤の HIV 予防に
おける拡大戦略の研究（佐保）」では、①（公社）大
阪府看護協会と連携の下、看護職、看護学生・養護
教諭課程学生を対象に HIV サポートリーダー養成研
修を実施した（年 2 回、各 2 日間）。②介護職対象
の研修を介護保険施設へ出前講義を実施した（5 施
設程度）。③高等学校への出前講義（一斉 15 校程度、
クラス単位 2 ～ 3 校）を実施した。 4）「HIV 陽性
者の地方コミュニティーでの受け入れに関する研究

（武田）」では、①陽性者の生活支援や心身健康維持
のための社会資源に関するフォーカスグループ調査、
②エイズ拠点病院と連携する地域一般診療所医師へ
のインタビュー調査、③特別養護老人ホーム看護師
対象の陽性者受け入れでの懸念に関するアンケート
実施、④公的介護サービスではカバーできない支援
を行う人材養成研修の実施、⑤陽性者支援のための
NPO 法人「伴走型支援」モデルを検討した。柱４　

「効果的啓発手法の開発に関する研究」　1）「効果的
啓発手法の開発と評価に関する研究」では大阪での
MSM を含む一般男性を対象とした啓発手法の開発
と、その効果の評価方法を検討した。①過去実施の
世論調査、インターネットによる大規模調査等の内
容を精査し、意識調査項目の検討を行い、調査を実
施した。②地域におけるマルチセクター連携による
啓発活動「大阪エイズウィークス 2018」を主導した。
③大阪地域の FM ラジオでの啓発を継続し、効果の
評価方法の検討を行った。2）「ソーシャルマーケティ
ング手法を用いた HIV 感染ハイリスク群に対する啓

発法の開発（江口）」では、インターネットマーケティ
ングで全国的に定評あるグリー・アドバタイジング

（株）と協力し、①これまで効果的であると確認され
たバナーを用い検証を開始した。② Twitter を用い
SNS 情報発信を大阪エイズウィークスに併せて実施
し、情報発信効果や SNS の特徴である拡散効果の測
定を行った。柱５「HIV 感染症における倫理的課題
に関する研究（大北）」ではデータベースおよび関連
文献（ジャーナル掲載の論文及びガイドラインなど）
の調査等を行った。　柱 6　「HIV 診療支援ツールの
設計に関する研究」では先行研究（国立研究開発法
人日本医療研究開発機構エイズ対策実用化研究事業

「服薬アドヒアランス向上に関する研究」）にて特許
出願（特願 2017-020927）した「服薬支援管理システム」
の設計をベースに、（一社）保健医療情報システム工
業会 (JAHIS) 会員企業提供の調剤システムと連携し
て稼動する併用注意薬や重複投与を自動的チェック
できるシステムを設計する。研究全体は白阪が統括
した。（倫理面への配慮）調査研究等においては患者
の個人情報の取り扱いには十分留意をし、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」を遵守した。

研究結果
柱１（鯉渕）①平成 30 年 6 月に新薬の承認に伴

い前年度版ガイドラインの初回治療推奨薬を臨時改
訂した。②ガイドライン閲覧の利便性を高めるため、
研究班 HP 上にスマートフォン対応型のガイドライ
ンを公開した。柱２（久慈）①平成 30 年は精液洗
浄を 23 人で実施し、顕微授精は採卵 95 件、胚移植
78 件で妊娠率は 21.8％（17 ／ 78）であった。②リ
ンパ球からの選択的 HIV 核酸抽出の条件と抽出の効
率、および血液型特異的 real-timePCR 系構築を検討
した。柱３（山内）① HIV/AIDS の受入れマニュア
ルを改訂し、改訂版「知ることから始めよう」を発
行した。②研修会を実施した。（安尾）①長期療養型
病床所有施設や保健師対象研修会は大阪で開催（12
月 8 日、参加者 26 名）した。保健師が最多で、長期
療養型病床所有施設看護師が次いだ。31％が研修受
講歴があり、31％が HIV 陽性者受け入れ経験があっ
た。研修会終了時アンケートでは受け入れ意識の変
化が 62％、以前から支援したいと考えており、変
化していないとが 19％であった。「変化していない、
もしくは以前から支援は困難と考えており変化して
いない」は 0%であった。今後の HIV 陽性者の受け
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入れについては、「受け入れ可能」が 38％、「準備
が整えば可能」が 58％であったが、「受け入れ不可
能」が 4%あった。また「研修会の開催を今後も希
望」が 92%であった。②冊子「在宅医療を支えるみ
んなに知ってほしいこと」の改定作業を進めた。（佐
保）HIV サポートリーダー養成研修には臨床看護職・
看護学生・養護教諭課程学生が参加し、HIV の最新
知識と初期対応、高等学校出前講義の概要について
体験的に学ぶことができた。修了生のモチベーショ
ンは高く、出前講義の見学者と講義担当経験者が増
加してきた。（武田）① HIV 陽性者を受け入れてい
る介護保険等のサービス提供事業者は、「難病患者と
同様な課題」があると認識していることがわかった。
②高齢者施設の主な敬遠理由は、「医療処置の必要性
が高い」、「施設内の医療者では対応できない」、「家
族がいない」などが複数ある事例であった。③エイ
ズ拠点病院と地域の診療所との連携については、診
療所が普段の健康維持や日常的検査を実施し、拠点
病院を支援する体制を築くことにより、患者が利用
しやすい医療システムが構築できると考えられた。
柱４（白阪）1）検討した調査項目を用い、大阪地域
で約 5 千人を対象にインターネット調査を平成 31 年
1 月中旬に実施した。マルチセクター連携による啓
発活動としての世界エイズデー・キャンペーン「大
阪エイズウィークス 2018」を主導した。2）大阪の
FM ラジオで毎週 30 分レギュラー番組 HIV/AIDS
啓発プロジェクト「LOVE+RED」を放送し、各イ
ベント等でエイズ意識調査を実施した。HP アクセ
ス数は約 5,000 ～ 6,000/ 月を獲得した。（江口）本研
究班運営の Twitter サイトを開設し、平成 30 年 11
月 11 日から平成 30 年 12 月 21 日現在で合計 27 のコ
ンテンツを発信し、先行研究で効果が確認されたバ
ナー発信を Twitter で併せて行なった。当該バナー
のインプレッション数（バナーが Twitter のメッ
セージに表示された回数）は 5,067,014 件で、その
フォローワー数は 1,665 人であった。そのフォロー
ワーは当該バナーに関心がある対象者である可能性
が推定された。またそのうち、HIV 検査に関する
方法等のより詳しい情報のリンクのクリック累計は
21,704 件であった。柱５（大北）HIV/AIDS に関す
る倫理的議論の調査については、海外で昨年度くら
いから話題となっている新たなテーマである「U=U 
(Undetectable = Untransmittable) に関する調査を国
際学会での情報収集、文献調査、HIV/AIDS 医療お

よび対策に従事する関係者を集めた研究会の開催等
で議論を行い、その理論的根拠および倫理的意義に
ついて一定の知見を得た。　柱 6（幸田 / 白阪）　平
成 30 年度は、併用注意薬や重複投与のチェックを行
うための基礎データとして JAHIS の所有する「相互
作用データ（評価用サンプル）」を入手し分析と評価
とデータベース化するためのデータ設計に取り組み、
データ活用のための専用アプリケーション（HIV 診
療支援ツール）の機能を検討した。

考 察
これまでの調査結果の分析や課題の抽出に取り組

んだ。ガイドライン、マニュアル、ハンドブック等
や支援ツールの評価を行い、必要な改訂を行った。
啓発の研究から一定の効果のある手法の開発の手が
かりを得た。各研究から重要な結果を得たと考える。

自己評価
1）達成度について

計画を概ね実施でき目的を達成できた。
2）研究成果の学術的・国際的・社会的意義について

本研究は HIV 感染症の治療等で課題を明らかに
し、その対策につき検討を行うものであり、必要性
は高い。いずれも学術的意義も高く、国際的にも新
規性が高い。治療のガイドライン改訂など、社会的
意義も大きいと考える。
3）今後の展望について

研究結果を踏まえさらに研究を深める。

結 論
HIV 感染症の治療と関連分野で課題を抽出し、ほ

ぼ計画通りに研究を実施できた。

知的所有権の出願・取得状況（予定を含む）
服薬支援管理システム：先行研究（国立研究開発

法人日本医療研究開発機構エイズ対策実用化研究事
業「服薬アドヒランス向上に関する研究」）にて特許
出願（特願 2017-020927）した。
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阪、2018 年 12 月 2 日
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安尾利彦、白阪琢磨、村井俊哉：HIV 関連神経認知
障害（HAND）と脳構造。第 32 回日本エイズ学会
学術集会・総会、大阪、2018 年 12 月 3 日

・上地隆史、渡邊 大、北島平太、寺前晃介、来住知
美、廣田和之、伊熊素子、西田恭治、上平朝子、白
阪琢磨：細胞性免疫能が低下した HIV-1 感染者にお
ける LDH とβ -D グルカンのニューモシスチス肺炎
の診断能評価。第 32 回日本エイズ学会学術集会・総
会、大阪、2018 年 12 月 3 日
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で判明した新規 HIV 感染者の受検動機。第 32 回日
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・渡邊 大、上平朝子、矢倉裕輝、冨島公介、中内崇
夫、北島平太、寺前晃介、来住知美、廣田和之、伊
熊素子、上地隆史、西田恭治、白阪琢磨：TDF から
TAF に変更後の腎機能検査値の推移に対する併用
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ズ学会学術集会・総会、大阪、2018 年 12 月 3 日

・上平朝子、渡邊 大、矢倉裕輝、冨島公介、中内崇夫、
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新規抗痙攣薬に変更を行うことで抗 HIV 薬との相互
作用が回避できた 1 例。 第 32 回日本エイズ学会学
術集会、大阪、2018 年 12 月 3 日

・冨島公介、中内崇夫、矢倉裕輝、北島平太、寺前晃介、
来住知美、廣田和之、伊熊素子、上地隆史、渡邊 大、
西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：ラルテグラビル /
エトラビリン / ダルナビル / リトナビルレジメンの
長期投与症例についての検討。第 32 回日本エイズ学
会学術集会・総会、大阪、2018 年 12 月 3 日

・寺前晃介、北島平太、来住知美、廣田和之、伊熊素子、
上地隆史、渡邊 大、西田恭治、上平朝子、白阪琢磨：
ST 合剤で薬疹、ペンタミジンでアナフィラキシー
様症状を起こした難治性ニューモシスチス肺炎の一
例。第 32 回日本エイズ学会学術集会・総会、大阪、
2018 年 12 月 3 日

・中内崇夫、矢倉裕輝、冨島公介、上平朝子、白阪琢磨、
山﨑邦夫：当院における抗 HIV 療法施行患者のポリ
ファーマシーに関する検討。第 32 回日本エイズ学会
学術集会、大阪、2018 年 12 月 4 日
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上平朝子、白阪琢磨：抗 HIV 療法中の HIV 感染者
における細胞内 HIV-1-DNA 量の測定法間の差異に
関する検討。第 32 回近畿エイズ研究会学術集会、大
阪、2018 年 6 月 2 日

・白阪琢磨：明日へのことば「エイズ治療最前線の
30 年」。NHK 関西発ラジオ深夜便、NHK ラジオ第 1、
2018 年 6 月 9 日（2017 年 11 月 11 日再放送）
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